
家庭科におけるプログラミング教育への取り組み 

～プログラミング的思考に関わる学習活動～ 

 

学習指導要領解説 総則編に，「児童が将来どのような職業に就くとしても，時代を超えて普遍的に求

められる力」として示された「プログラミング的思考」を身に付けるためには，課題を見つけてその目

的を明確にし，活動を選択・決定し，活動後に評価・改善して，新たな課題につなぐ体験が有用です。 

 ＊「プログラミング的思考」：自分が意図する一連の活動を実現するために，どのような動きの組み合せが必要であり，

一つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合わせたらよいのか，記号の組み合せをどのように改善していけば，

より意図した活動に近づくのか，といったことを論理的に考えていくこと（学習指導要領解説 総則編より引用） 

東京書籍        では，以下に示した教科書全体の取り組みによって「プログラミング的思

考」が身に付きます。 

全大題材をステップ 1⇒2⇒3 で展開 

すべての大題材をステップ１⇒２⇒３（課題発見→課題解決・実践活動→評価・改善）の流れで構成

しました。この流れを繰り返すことで，プログラミング的思考・論理的に考える力が身に付きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科書 p.4 

２教 内容解説資料 この資料は，2 年度小学校教科書の内容解説資料として，一般社団法人教科書協会「教科書発行者行動規範」に則っております。 

（家庭 501） 

 

児童自身で学習段階が把握できるよう，ステ

ップ 1⇒2⇒3 の表記を強調するとともに，各

ステップの「めあて」と「ふり返ろう」を掲

載しました。 

教科書 p.24-30 

ステップ１⇒２⇒３の具体例 

～第３大題材～ 



「生活を変えるチャンス！」の課題解決フローチャート 

教科書 p.31「生活を変えるチャンス！①」では，プログ

ラミング的思考の育成を意識し，課題設定から課題解決ま

での流れをフローチャート化しました。ここでは，課題解

決に向けて複数の中からふさわしい方法を選択・決定・分

岐して，計画を立てます。さらに状況に応じて変更もある

ことを学びます。 

流れを意識し，課題解決に向けたアルゴリズムを体感す

ることで，プログラミング的思考・論理的思考が育成でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フローチャート化した， 
課題解決の流れ 

常に意識できるよう，すべての生活

を変えるチャンス！①～⑤（教科書

p.61,95,115,128）に掲載 


